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要旨：千葉県立現代産業科学館では，来館者向けに科学に親しむための実験を毎日実施している。今年度は，光のスペク

トルメーターを使った 2つの実験講座を計画・実施した内容を検討し，常設展示である演示実験に新規導入するこ

ととなった。そこで，今年度実施した光や色彩に関する 2つの実験講座の内容を中心に，導入への取り組みについ

て報告する。 
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1 はじめに 

当館では，来館者向けに科学に親しむための実験

を毎日実施している。どの実験も当館の展示や歴史

上の科学者の発見に関連するもので，来館者の科学

への興味関心を高めるための内容が工夫されている。 

今年度，公益財団法人双葉電子記念財団の

青少年創造性開発育成事業の一環として，光の

スペクトルメーターを使用した実験が助成を受ける

こととなった。そこで，千葉県立市川工業高等学校

の単位認定支援事業 第 9回講座とクリスマス

実験講座の 2つの場で，光と色彩に関する実験講座

を実施した。さらにこの 2つの内容を元に，常設展

示として行っている演示実験への新規導入を平成

30 年度以降実施できるように計画を行うこととし

た。 

 

2 千葉県立市川工業高等学校単位認定支援事業 

(1) 目的 

この講座は，博学連携の一環とそして高校生の科

学および博物館活動に対する理解の深化と学習活動

や教育活動の支援を行うことを目的としている。 

今回は，新規事業開発への協力として「光と色彩

の不思議」について実験を体験し，学習する場とし

た。受講生にはインテリア科に所属する生徒もいた

ため，光だけでなく色彩の見え方にも重点をおいて

行った。 

 

(2) 内容   

第 9回講座「光と色彩の不思議」 

実施日   平成 29年 10月 29日（土） 

受講している高校生 3名を対象に，当館の主任技

術員川井氏が 45分間の講座を行った。 

 

  図 1 第 9回講座「光と色彩の不思議」の様子 

 

ア 光を調べる 

まずは光の基本知識として，プリズムや CDを用い

て光を屈折させ，光の波長によって，赤外線・可視

光線・紫外線に分類できることを学習した。 

 

図 2 CDの裏面を使った光の屈折の様子 

 

可視光線以外についても触れた。紫外線や赤外線

は聞きなれた用語であるためか，高校生は熱心に話

を聞いており，紫外線を当てると発光する様子はど

の生徒にも印象強く残ったようだった。 
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イ 照明と光の色味 

ここでは，光の色味の違いを温度ごとに説明した。

太陽光の色味が応用され，蛍光灯でも様々な色に分

類されて照明として使用されていることを確認した。 

 

図3 照明と光の色味に関する説明画面 

 

ウ いろいろな光を測ってみよう！ 

次に，様々なものを対象に光のスペクトルを測定

した。簡単に測定でき，その光に含まれる光量をグ

ラフではっきりと見ることができるため，高校生も

積極的に活動した。 

 

図4 光のスペクトルメーター 

 

測定は以下の5点の光について行った。 

(ｱ)太陽光  (ｲ)白熱電球 

(ｳ)蛍光灯電球  (ｴ)LED電球 

(ｵ)水耕栽培用LED（有限会社葉っぱや提供） 

 

図5 LED電球の測定の様子 

 

 

図6 水耕栽培用LEDの光を測定した結果 

 

館内で使用されているその他の照明やスポットラ

イトについても，あらかじめ測定したデータを用い

て比較した。(ｵ)水耕栽培用LEDでは赤と青色が顕著

に含まれるスペクトルの結果が得られ，植物育成に

必要な光を確かめることができた。これには職員の

関心も集め，常設展示にも応用できる事実であった。 

 

エ ものの見え方を評価する～演色性～ 

最後に，演色性を利用した例として，スーパー等

で使用される照明の違いについて取り上げた。実際

に肉やりんごに照明を当ててみると，色の見え方が

異なることを体感することができた。 

 

図7 野菜売り場での照明を当てた場合 
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図8 肉売り場用の照明を当てた場合 

  

また，青色付近の波長の光には，睡眠ホルモンの

分泌が抑制される効果があるという研究内容も紹介

された。パソコンやスマートフォンに興味が高い高

校生にとっては，日常生活にも直結するよい学習の

機会にもなったとも考えられる。 

 

(3) 考察 

 少人数で行うことができたため，光のスペクトルメ

ーターを全員が体験することができたのがよかった。

また対象が高校生であったことから，光についての

基本知識があり，講師の説明とともに日常生活で見

られる光が連想できたため，スペクトルの違いと演色

性の関連性が理解しやすいものであった。また光に

ついて幅広い視野で話を進めていくことができたた

め，大人も楽しみながら納得できる内容となった。 

 最終的には，常設展示の演示実験に平成30年度か

ら新規導入をする。そのため、短時間でできる内容，

参加者の年齢に相応する難易度について今後検討し

ていく課題が生じた。 

 

 

3 クリスマス実験講座 

(1) 目的 

この講座は，イギリスの科学者ファラデーが1860

年からクリスマス休暇に王立研究所で行ったクリス

マスレクチャーにちなみ，当館でも毎年12月に実施

している。 

主として幼児または小学生を対象とした参加型の

サイエンスショーで，科学の現象や実験に親しむ機

会を提供することを目的としている。 

なお「1 千葉県立市川工業高等学校単位認定支援

講座」を受講した高校生が補助役として参加した。 

(2) 内容 

「虹をつくる光のひみつ」 

実施日   平成 29年 12月 23日（土） 

およそ30分間の内容で，幼児から大人まで合計59

名の参加があった。小さな子どもを対象とした内容

で「光はたくさんの色が合わさってできている」こ

とを体験してもらうことを中心に行った。 

 

ア 虹を見てみよう 

まず，「光はたくさんの色が合わさってできている」

ことを確認するために虹を見た。虹ビーズを張り付

けた巨大虹シートに懐中電灯の光を当てると，光源

のまわりに立体的な虹ができる。虹のできる詳しい

説明についてはあえて省略したが，虹を見たことが

ある子どもたちは，雨が降っていない会場に虹が現

れたことに興味を示していた。 

 

図9 巨大虹シート（写真左側） 

 

イ 太陽の光は何色？ 

光のスペクトルメーターを使って代表者に太陽光

を測定してもらった。 

 

図10 太陽光のスペクトルを測定する様子 

 

測定したデータをもとに，太陽の光は白色に見える

が，虹と同じようにたくさんの光があつまっている

ことを説明した。 
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図11 太陽光のスペクトル 

 

波長やスペクトルといった言葉は小さい子どもに

とっては難しいが，スペクトルのグラフを大画面に

写すと色がはっきりと見えることができたため，白

色だけではないことが理解できたようだ。 

次に光が合わさると白色に見えることを，

ニュートンの「光の三原色」の実験で示した。これ

は，常設展示の演示実験でも扱っている内容である。 

 

図12 ニュートンの光の三原色の実験の様子 

 

 また，この部分が子どもたちにとって一番難しく

大切な知識となるため，インテリア用のライトを使

って別の演示実験を見せることで再度確認をした。

このライトは赤・青・緑の3色のLEDの光を調整して

合わせることにより，センサに反応した様々な色を

光で再現することができるものである。インパクト

が強く，子どもにも大人にも大変人気であった。 

 
図 13 黄色に反応しているライトの様子 

 

図 14 赤色に反応しているライトの様子 

 

ウ 身近な光は何色？ 

身近な光として，代表者が測定した展示室内のス

ポットライトのスペクトルや，あらかじめ測定した

データを画面上で紹介し，使い方によって色の組み

合わせに違いがあることを説明した。 

 

図15 展示室内のスポットライトのスペクトルの測定 

 

 

  図16 電球による光のスペクトルの比較（説明画面） 

最後に，近隣のスーパーで撮影協力をお願いした

肉売り場での照明についてクイズとした。 
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図17 クイズ「どの売り場の照明のスペクトルか？」 

 

エ まとめ 

「光はたくさんの色が合わさってできている」と

いう内容を再確認するため，最後に回折格子を全員

に配布した。回折格子をかざして照明を見ると，回

折した様々な色の光が現れた。 

 
図18 回折格子を通して蛍光灯を見た様子 

 

 

図19 回折格子を一人ずつ持って体験している様子 

 

今回は小さい子どもを対象とした内容であったの

で可視光線のみに焦点を当てたが，目に見えない光

については常設展示の演示実験で行っていることも

紹介した。 

 

(3) 考察 

ア アンケート集計結果 

 家族ごとにアンケートを記入してもらったところ，

以下のようになった。 

 

図 20 参加者の年齢割合 

 

図 21 参加者の満足度 

 

図 22 参加者の理解度 

 

図 23 印象に残った内容 
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通常の来館者と同様，小学校低学年以下の家族連

れが多かったため，対象を小さな子どもとして説明した

のは適切であった。また，大学生のグループがいたが，

子どもだけでなく大人も満足度が高かったといえる。 

 内容については，親子連れは「虹を再現した実験」

や「光の三原色で色が変わるライト」「回折格子で一

人ずつ体験」が印象に残っていたようだ。その一方，

光に興味を持って来館した子どもや大人は，太陽光

や照明について「光のスペクトルメーター」を用い

た実験内容に興味が集まったようである。身近な

照明のデータを見ることができ，個々が持っている

知識や日常生活につながる内容だったためと考えら

れる。 

 

イ 「新規演示実験」への導入と今後に向けて 

アンケートの意見では，「色や光のことをもっと知

りたい」「三原色があればほとんどの色が作れること

がわかった」「光の三原色をやってみたい」という意

見が多く，光や色は子どもたちにとって驚きなど印

象に強く残ったり，身近に感じやすい題材である

ことがわかった。サイエンスステージでの実験「ニ

ュートンの発見」や常設展示にもつながる内容にも

なり，今後も「光の色」について取り上げる効果は

大きいと考えられる。 

 今回取り上げたそれぞれの実験道具について今後どのような

活用方法があるか，道具別に以下に示す。 

 

(ｱ)スペクトルメーター 

スペクトルメーターのデータの測定は，装置が 2

台しかないため体験が減ってしまうという課題があ

る。また説明が多くなってしまうため，小学校中学年

以上の対象または少人数での実施がよりよいと考

えられる。この少人数の点において，常設展示の実

験カウンターの場所での新規導入は適しているとい

える。また，肉売り場の照明のスペクトルを見せ

たクイズでは，大人は正解であったのに対し，子

どもたちは野菜売り場という考えが多かった。小学

校低学年以下ではグラフの読み取りに慣れていな

いため，色は把握できるがグラフのどの部分をみて

判断すればいいのかまだ難しいようだ。新規演示実

験の導入の際には，発問方法に工夫が必要であると

感じた。 

 

(ｲ)虹シート 

「虹の再現実験」は会場が暗くならないと実施で

きない。そのため，照明を切ることができない実験

カウンターの場所では実施が難しく，今回と同様，

サイエンスステージの方が活用しやすいと考えられ

る。常設展示の演示実験「ニュートンの発見」の導

入部分等で見せると，興味を引くきっかけづくりと

しては効果が大きいであろう。また，A1パネル 6枚

で巨大虹シートを作成したため，1 枚ずつの実施も

可能である。 

  

(ｳ)回折格子とホロスペックスフィルム  

 講座の最後に配布した「回折格子」では，全員が

すぐに体験できるというのが利点であった。さら

には，持ち帰って他の光でも見ることできるのが魅

力であったろう。また講座後に「光の回折や干渉の

応用」として「ホロスペックスフィルム」を紹介し

た。希望者のみ体験だったが，参加している子ども

たちの大半が興味を持って集まっており、喜んで見

ていた。 

 

   図 24 講座後の「ホロスペックスフィルム」の体験 

 

光の回折や干渉の現象についての理解は高校生以上

でないと難しいものである。ただ，懐中電灯の光を

フィルムを通してみると，ハートやスマイルマークが

飛び出してみることができため，小さな子どもでも

楽しめる素材としては利用効果は高い。参加者の年

齢によって，理解度は異なるが，現在常設展示で実

施している「光の実験」等でも「回折格子」と「ホ

ロスペックスフィルム」の活用を検討したい。 
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4 新規実験の導入 

(1) 目的 

当館では，実験シアター・実験カウンター・放電

実験・サイエンスステージの4つの場所での実験を毎

日実施している。その中でも実験カウンターは平日

に3回，土日休日は4回，22種類の実験がある。平成

29年度は，実験装置の故障の関係で21種類の実験で

実施しているため，それに代わる実験として光のス

ペクトルメーターを用いた実験を，平成30年度から

導入する。 

 

 

図25 実験カウンターでの実験の実施予定 

 

 

図26 22種類の実験内容（現在，実験3は中止） 

 

(2)実験のねらい 

光は「たくさんの色のくみあわせ」であることを

光のスペクトルメーターにより視覚的にとらえ，こ

のことが応用されている身近な照明や光に関心をも

つきっかけとなるようにする。 

(3) 内容 

 新規実験「光と色のふしぎ」として，以下の内容

で検討し，平成30年4月からの導入を目指す。 

 

ア スペクトルメーターとは？ 

「光の色を測定することができる装置です。」 

赤・青・緑それぞれの LEDの計測結果をもとにス

ペクトルメーターが光の色を感知する装置であるこ

とを確認する。 

 

図 27 赤色 LEDで計測した結果 

 

「では，別の照明は何色だろうか？」 

白色に見える照明には，たくさんの光が含まれて

いることを測定により実感する。 

 

イ 光を見てみよう 

太陽光や館内の照明の計測を，少人数であれば館

内を移動しながら測定する。測定したデータは実物

投影機を通してモニターに写すこともでき，大人数

の場合でも，結果を共有することができる。 

 

 図 28 実物投影機に設置した様子 

 

ウ 光によって見え方がちがう?! 

「2つの照明での見え方のちがいを比べよう」 

昼光色と電球色の切り替え電球を使って，それぞ

れどんな時間や場所で使用するのが適切なのか考え

る。 

クイズ 

「肉売り場では，どんな照明が使われているだろう？」 
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クイズを通して，肉売り場では赤い波長のスペク

トルが顕著である照明を使っていることを確認する。

ヒントとして，切り替え電球を生肉や果物のサンプ

ルに当てることで売り場の状況を再現することもで

きる。 

 

「照明には色々な種類があります。」 

4 種類の照明（色評価用・精肉専用形・生鮮食品

用・魚観賞植物育成用）が状況に応じて活用されて

いることを紹介する。 

 

エ 応用 

  参加者の年齢層や人数，時間等によって以下のパタ

ーン A～Cを取り入れることも可能とする。 

(ｱ)パターン A：照明の違いとものの見え方 

４種類の照明（色評価用・精肉専用形・生鮮食料

品用・熱帯魚観賞植物育成用）を食品サンプルや色

見本に当てて照明の種類によって見え方が異なるこ

とを比較する。 

(ｲ)パターン B：色が見えるしくみ 

 同じ照明をりんごやバナナなどの果物サンプル

に当て，それぞれから反射する光を測定すると，ス

ペクトルが若干異なる。私たちが物体の色を認識す

るのは，光が物体で反射した光（吸収していない光）

によるものであることを説明する。 

(ｳ)パターン C：光の性質を体験 

小さな子ども向けに，色が変わるライト，回折格

子，ホロスペックスフィルム，ホログラムシートやミラ

クルシートなど，光の性質を表す簡単な道具を見せ，

体験して楽しむことができる。 

 

(4)新規実験導入に伴う変更点 

これまで常設展示で実施していた「光の実験」で

は，光の反射や屈折，偏向，光ファイバーに関する実

験を行っていた。今回の新規実験導入に伴い，「光の

実験」の名称を「光のひみつ」と変更する。 

 

(5)光に関する実験への応用 

当館では光に関する常設展示の演示実験として，

サイエンスステージでの「ニュートンの発見」と実

験カウンターでの「光のひみつ」がある。 

「2千葉県立市川工業高等学校単位認定支援事業」お

よび「3クリスマス実験」で使用した実験器具につい

て，以下のような活用方法を挙げる。 

 

表1 光に関する実験器具の活用例 

実験器具 予想される活用方法 

光のスペクトルメーター 

２台 
「光と色のふしぎ」 

エジソンの電球比較 

※サイエンスステージ 

「エジソンの発明」で使用中 

「光と色のふしぎ」 

でも併用可 

※ステージ優先 

売り場専用の照明器具 「光と色のふしぎ」 

虹シート 「ニュートンの発見」 

色が変わるライト 

 

 

※ステージ優先 

「光のひみつ」 

「光と色のふしぎ」 

「ニュートンの発見」 

で併用可 

回折格子 

 

 

※それぞれ個数確保 

「光のひみつ」 

「光と色のふしぎ」 

「ニュートンの発見」 

で併用可 

ホロスペックスフィルム 

「光のひみつ」 

「光と色のふしぎ」 

ステージでも可 

 

(4) 今後の課題 

 2回の実験講座を経て新規演示実験を作成したの

で，来館者の反応や興味により適した内容となり，

様々な来館者に対応することができるだろうと考え

られる。当館では，未就学の親子連れが来館者に非

常に多いという特徴がある。産業や科学技術を紹介

する科学館ではあるが，現状の展示では難しすぎる

という課題であった。その解決策として，今回の新

規演示実験では応用パターンを3つに分けて設定し

た。 

また，実験を行う演者によっても向き不向きや使

い勝手等あると考えられる。来館者と演者の両者の

立場を考え，新規導入や場合によっては変更や調整

をしていくことが必要であると考えられる。 

 


